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1.　茜染 の研 究に引続い て古代 の赤 色系染料 につい て

検討し ，すおう・紅花などの色布と比較しながら法隆寺

裂 れと鎌倉時代の赤 裂れの染料 が何であるかについて考

察する。

2.　植物色素の分析には微量の試料を用いて非常に有

効な クロマトグ ラフ法が応用できるので赤色系の草木染

であるすお う・紅花・茜などについて分析を行った。そ

の分析も直接植物からでなく一度染織したも のを紫外線

照射してから抽出し た。更 にひるぎ・いちいなどをも含

めて長時間 の日光堅牢性を検討する。それら の結果 と法

隆寺裂れ(広東錦) の微小試料な どか ら抽出し た色素 のク

ロマトグラ ムと比較し色 の解析結果 と併せて判定す る。

3.　ブタノール酢酸水 の展開溶媒を用いて展開し たペ

ーパ ークロマトグ ラム の結果から法隆寺裂れ と鎌倉時代

の鎧 の緒 の赤色はすお うや紅花ではな く，南方系 の茜で

ある事が推定 され た。更 に日光堅牢性 の実験 から西洋茜

を除い たほ かの赤色系染料が黄色側 に 変 色 す る のに対

し， アリザリン・プソイドグルプ ジンを主成分 とす る西

洋茜 のみ変色し難い事 が分っ た。これ らのデ ータか ら従

来すお うの染織である と考えられた古代赤 色染料が茜系

であ るこ とが結論 され る。


